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霜月 11月に入り朝夕は冷たい風を感じるように

なってきた。クールビズ期間も終了し冬服更衣と

なったが、日差しがある日中の時間帯はまだシャ

ツ 1 枚で過ごすことができる。衣服の着脱で調節

できるとはいえ体調を崩しやすい時期でもある。

十分気をつけて欲しい。 

さて、1～2日に行われた文化祭。『力戦奮闘 ～

咲かせ！鳳凰華～』とのテーマのもと元気よく執

り行われた。 

ステージ部門・展示部門・模擬店部門、それぞ

れに趣向を凝らした取り組みが見受けられ、私自

身楽しむことができた 2 日間であった。恐らくお

客様方も生徒諸君の熱い息吹を感じ取ってくださ

ったことであろう。 

角が立つので具体的なピックアップは差し控え

るが、そこかしこに『力戦奮闘』の跡を垣間見る

ことができたことが嬉しかった。 

楽しい 2日間を過ごせた。ありがとう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11月 15～16日、鹿児島県高等学校教育研究会看護部会秋季研究協議会を本校看護学科専門課程校舎にて

執り行う。県内の看護科設置校の校長先生や看護の先生方が一堂に会し、看護教育に関する意見交換や研究

活動を行うもの。会合の規模によって違いもあるが、他校の先生方に来校いただいて会を運営するのは毎回

緊張するものである。 

今回は研究授業を提供し、その内容を含め今後の看護教育の在り方について熱く語る流れとなっている。 

看護の先生方による研究活動と並行して校長会も行う。2020 年夏に実施する全国看護高等学校研究協議

大会（本校主管）についての準備協議を行うことになる。 

会議は専門課程校舎のみの使用であるが、休憩・移動時間に学校全体を見学される場合もある。これまで

以上に清掃活動を徹底し、きれいな鳳凰高等学校を見ていただこう！ 

～今日の格言～ 

 毎日毎日の足跡がおのずから人生の答えを出す。 

 きれいな足跡にはきれいな水がたまる。 

（相田みつを） 

 

 

あ
る
冊
子
に
目
を
通
し
て
い
た
ら
言
葉
の

用
法
の
変
化
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
た
の
で
、

い
く
つ
か
紹
介
す
る
。 

 

『
檄
を
飛
ば
す
』
は
「
元
気
の
な
い
者
に
刺

激
を
与
え
て
活
気
づ
け
る
」
の
意
味
で
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
「
自

分
の
考
え
を
広
く
伝
え
、
同
意
を
求
め
た
り
決

起
を
促
し
た
り
す
る
」
意
味
で
使
わ
れ
る
慣
用

句
。 

 

『
憮
然
』
は
「
腹
を
立
て
て
い
る
様
子
」
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
「
失
望
し
て

ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
る
様
子
」
を
表
す
と
い

う
。 

 

『
割
愛
す
る
』
は
「
不
必
要
な
も
の
を
切
り

捨
て
る
」
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は

「
惜
し
い
と
思
う
も
の
を
手
放
す
」
こ
と
ら
し

い
。 

 

『
失
笑
す
る
』
は
「
笑
い
も
出
な
い
く
ら
い

あ
き
れ
る
」
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
「
こ

ら
え
切
れ
ず
吹
き
出
し
て
笑
う
」
の
が
本
来
の

意
味
。 

 
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
新
し
い
用
法
が
定
着
し

つ
つ
あ
る
ケ
ー
ス
の
例
で
あ
る
が
、
用
法
が
本

来
と
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
既
に
広
く
用
い
ら

れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
誤
り
で
あ
る
と

考
え
る
必
要
は
無
い
と
の
こ
と
。 

 

言
葉
も
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
移
り
変
わ

っ
て
い
く
よ
う
だ
。 

 


